
俳
人
協
会
長
崎
県
支
部
会
報
 

令
和
二
年
六
月
八
日
発
行
 

普
通
だ
っ
た
ら
、
「
入
梅
の
候
、
お
変
わ
り
な
く
お
 

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
」
「
薄
暑
の
候
、
ま
す
ま
 

す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
 

書
き
出
す
は
ず
で
す
が
、
今
年
に
限
っ
て
は
、
何
と
も
 

言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
、
 
コ
ロ
ナ
禍
の
猛
威
は
我
ら
 

の
筆
舌
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

し
た
が
っ
て
、
六
月
十
四
日
に
開
催
予
定
の
「
俳
人
 

協
会
長
崎
県
支
部
定
期
総
会
並
び
に
俳
句
大
会
」
も
、
 

お
葉
書
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
中
止
余
儀
な
き
次
 

第
と
な
り
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
支
部
会
報
を
も
っ
て
、
総
会
・
俳
句
大
会
 

の
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

●
定
期
総
会
 

定
期
総
会
資
料
を
同
封
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
次
年
度
事
業
 

計
画
案
、
次
年
度
予
算
案
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
度
 

は
、
第
十
四
回
九
州
俳
句
大
会
を
主
管
し
ま
し
た
の
で
、
 

事
業
内
容
、
決
算
内
容
も
例
年
と
は
か
な
り
違
っ
て
お
 

り
ま
す
。
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
は
、
従
前
に
な
 

ら
っ
て
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
疑
義
等
が
ご
ざ
い
ま
し
 

た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
令
和
ニ
年
度
 

俳
人
協
会
長
崎
県
支
部
俳
句
大
会
は
 

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
中
止
の
止
む
な
き
を
得
ま
し
た
。
 

五
月
 

八
日
 

投
句
締
切
（
翌
日
ま
で
待
ち
ま
し
た
。
）
 

［
集
約
、
校
正
、
冊
子
作
成
］
 

五
月
十
一
日
 

選
者
へ
選
句
依
頼
発
送
 

五
月
十
八
日
 

選
句
締
切
 

［
集
計
、
各
選
及
び
一
覧
作
成
］
 

［
最
終
校
正
、
作
品
集
冊
子
作
成
］
 

以
上
の
作
業
を
通
し
、
支
部
長
・
副
支
部
長
の
決
裁
 

を
受
け
、
左
記
の
と
お
り
賞
を
決
定
し
ま
し
た
 

大
会
賞
 

髪
切
っ
て
夏
の
子
ど
も
の
出
来
あ
が
り
 

秀
逸
賞
 

し
あ
は
せ
は
生
き
て
る
る
こ
と
緑
立
つ
 

死
ぬ
と
い
ふ
最
後
の
未
来
タ
桜
 

披
花
の
知
恵
を
絞
つ
て
る
る
と
こ
ろ
 

浜
沈
丁
波
音
だ
け
の
平
家
塚
 

佳
作
賞
 

皆
勤
の
百
歳
体
操
山
笑
ふ
 

靴
縄
の
足
先
天
に
触
れ
に
け
り
 

交
響
曲
第
三
楽
章
飛
花
落
花
 

立
た
さ
れ
し
遠
き
記
憶
や
葱
坊
主
 

絵
の
虎
の
出
で
来
る
や
う
な
竹
の
秋
 

言
ひ
訳
け
の
多
弁
に
過
ぎ
て
万
愚
節
 

暗
が
り
の
中
に
も
色
や
額
の
花
 

梶
山
カ
ズ
子
 

西
山
 

常
好
 

山
口
黒
邑
子
 

薗
田
 

桃
 

米
光
 

徳
子
 

梶
山
カ
ズ
子
 

懸
 

恒
則
 

奥
村
 

京
子
 

鴨
川
 

富
子
 

田
中
 

正
人
 

湯
川
 

京
子
 

中
村
 

英
子
 

●
規
約
の
改
正
及
び
役
員
改
選
 

慣
例
上
、
役
員
改
選
の
年
度
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
 

支
部
規
約
に
役
員
の
任
期
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
役
員
の
任
期
に
つ
い
て
規
約
に
明
記
し
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
今
年
度
の
定
期
総
会
が
中
止
に
な
り
、
こ
 

れ
ま
で
に
役
員
候
補
者
が
現
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
本
 

年
度
に
限
り
現
役
員
で
継
続
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
 

す。 
●
俳
人
協
会
長
崎
県
支
部
の
支
部
会
費
に
つ
い
て
 

規
約
第
七
条
に
「
会
費
は
、
年
額
壱
千
円
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
平
成
三
十
、
三
十
一
年
度
は
、
俳
人
協
会
九
 

州
俳
句
大
会
諸
準
備
の
た
め
、
弐
千
円
と
す
る
。
」
と
 

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
「
令
和
二
年
度
の
 

会
費
は
、
年
額
壱
千
円
と
す
る
。
」
と
改
め
ま
す
。
 

た
だ
し
、
五
年
以
上
前
か
ら
、
赤
字
が
続
き
、
繰
越
 

金
が
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
年
会
費
値
上
 

げ
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
、
皆
様
の
意
見
を
直
接
お
聞
 

き
し
て
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

⑨
年
会
費
の
納
入
 

令
和
二
年
度
の
年
会
費
壱
千
円
を
、
事
務
局
に
納
入
 

の
こ
と
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

納
入
締
切
 

令
和
ニ
年
七
月
三
十
一
日
 

納
 
入
 
先
 

一
T
8
5
2

・
8
0
6
5
 

長
崎
市
横
尾
一
丁
目
十
一
番
六
号
 

（
事
務
局
長
）
 

西
 

史
紀
 
宛
 

納
入
方
法
 

郵
便
小
為
替
 

現
金
 
書
留
 
等
 

★
令
和
元
年
度
新
会
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
5
0
音
順
）
 

池
田
 

妙
子
様
 

伊
崎
ゆ
き
を
様
 

石
岡
 

洋
子
様
 

梯
 

レ
イ
子
様
 

鴨
川
 

富
子
様
 

深
本
喜
代
子
様
 

立
石
佐
次
郎
様
 

中
村
 

英
子
様
 

西
田
 

洋
子
様
 

古
川
 

恭
子
様
 

松
田
 

勝
子
様
 

鴨
川
富
子
様
、
中
村
英
子
様
は
、
上
記
俳
句
大
会
の
 

佳
作
入
賞
者
で
す
。
ま
た
、
伊
崎
ゆ
き
を
様
、
立
石
佐
 

次
郎
様
も
選
者
本
選
に
作
品
が
採
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

★
米
寿
祝
・
記
念
品
贈
呈
 

中
山
朝
子
棒
に
、
米
寿
を
お
祝
い
し
て
、
記
念
品
 

を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
句
歴
五
十
年
を
超
し
、
ま
す
ま
 

す
お
元
気
と
の
こ
と
。
御
健
吟
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
 

◆
総
合
俳
句
大
会
は
、
 

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
 

佐
世
保
市
に
て
。
 

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
と
、
大
規
模
な
俳
句
大
会
を
 

企
画
し
て
お
り
ま
す
。
年
会
費
納
入
の
件
と
と
も
に
、
 

こ
ち
ら
（
の
御
参
加
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

本
信
担
当
、
、
又
市
負
 

西
 
史

紀

 


